
01EQ042 医医科科学学セセミミナナーーV(キキャャリリアアパパスス)

1.0 単位, 1・2 年次, 通年 応談
小林 麻己人, 入江 賢児, 松坂 賢, 水野 聖哉, 大川 敬子, 田原 聡子, 濱田 理人, 渡邊 幸
秀

授授業業概概要要

アカデミアや企業の研究者を育成するだけでなく、サイエンスコミュニケーター、産官学マネー

ジャー、医系事務官等、様々な分野の医療人育成を目指す。各方面で活躍している外部講師陣に

よる講義・面談、及び、グループディスカッション・ライティングなどの実習を実施する。どのような

医療人を目指すべきか、そのために修士課程で何をどのように研究・学習すべきかを考える機会

とし、さらに他人に口頭でも記述でも伝えられるように伝達技術を磨く。

備備考考

【医必修】【橋必修】土曜午後または平日夜(3-4回)。健康医科学イノベーション棟8階講堂、また
は4F204において実施。

授授業業形形態態

講義

学学位位ププロロググララムム・・ココンンピピテテンンススととのの関関係係

授授業業のの到到達達目目標標(学学修修成成果果)

アカデミアや企業の医科学研究者育成だけでなく、サイエンスコミュニケーター、産官学マネー

ジャー、医系事務官等、様々な分野の医療人育成を目指す。

1. 自身の修士論文研究の目的や社会的意義を領域外の人に説明できる
2. 自身の将来計画を説明ができ、その実現のための具体的方策を提言できる
3. 自身のキャリアについて、社会人と意見交換す ことができる

キキーーワワーードド

キャリアパス, 修士論文研究, ライティング, プレゼンテーション, ディスカッション, 進学・就活,
卒業生

授授業業計計画画

各方面で活躍している外部講師陣に 講義・面談、及び、グループディスカッション・ライティング
などの実習を実施する。どのような医療人を目指すべきか、そのために修士課程で何をどのように

に研究・学習すべきかを考え 機会とし、さらに他人に口頭でも記述でも伝えられるように伝達技術
を磨く。

1. 卒業生や社会人に 体験談(キャリアパス形成)講義
2. 卒業生・先輩・教員・同級生とのグループディスカッション
3. 口頭説明やライティングの練習

第1
回

6/22 6限7限 レポートライティング、進学・就職情報 (英語)
6/29 6限7限 レポートライティング、進学・就職情報 (日本語)
*どちらかに出席。第1回授業はいずれもオンラインで行います。詳細は後日、授業担
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当教員から連絡します。

第2
回

7/9 1限〜6限 研究発表 (日本語・英語) *研究計画発表会を兼ねる
*第2回授業もオンラインで行います。詳細は後日、授業担当教員から連絡します。

第3
回

11月未定 卒業生講演、グループワーク (日本語)
11月未定 卒業生講演、グループワーク (英語)
*どちらかに出席。オンライン化は未定。詳細は後日、授業担当教員から連絡します。

履履修修条条件件

正規生に限る

成成績績評評価価方方法法

単位取得には全3回の演習への参加とレポート提出・完了は必須。成績は演習状況とレポートによ
り評価する。

学学修修時時間間のの割割りり当当てて及及びび授授業業外外ににおおけけるる学学修修方方法法

レポート作成。発表準備。

教教材材・・参参考考文文献献・・配配付付資資料料等等

特に定めない

オオフフィィススアアワワーー等等(連連絡絡先先含含むむ)

そそのの他他(受受講講生生ににののぞぞむむここととやや受受講講上上のの注注意意点点等等)

他他のの授授業業科科目目ととのの関関連連

テティィーーチチンンググフフェェロローー(TF)・・テティィーーチチンンググアアシシススタタンントト(TA)
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